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Abstract 
We conducted an examination to find "information on the comfort of mobile work garments" by means of evaluating the 

differences of the comfort demands corresponding to the garment types and body measurements at the time of specific daily 

movements.  

The participating 373 adult women evaluated the comfort demand degrees of a suit set (i.e., upper garment: jacket and 

blouse; bottom garment: skirt and trousers) at the time of ten daily movements (i.e., six upper-body movements, two lower-

body movements, and two whole-body movements) by using a five-grade evaluation sheet. The relationships between the 

comfort demand degree values of the suit set and the body measurements were defined.  

The comfort demand evaluations were highly dependent on the same part situation of the movement and the garments, the 

upper-body movements and the garments, and the lower-body movements and the garments. However, all four garment types 

had a high comfort demand in the evaluations of the whole-body movements.  

The evaluation values of the comfort demand of the movements for the four garment types were analyzed using a principal 

component analysis (PCA). The PC1 (63.36% of the contribution ratios) extracted the components of the garment types and 

the comfort demand of the movements, and the PC2 (36.03% of the contribution ratios) included the components of the comfort 

demand of the movements.  

Next, a principal component analysis was applied for the values of the body measurements and the comfort demand 

evaluations for the movements in the suit with the four garment types. The five principal components (PC1 to PC5) with eigen 

values of 1.00 or more are presented and comprised 67.492% of the cumulative contribution ratio. The features of the body 

measurements and the comfort demand for the movements were categorized into six clusters by using PC1 (28.380% 

contribution ratio; the component of the sizes for the body girth and width), PC2 (21.043% contribution ratio; the component 

of the comfort demand of the movements), and PC3 (8.837% contribution ratio; the component of the sizes for the body length).  

Regardless of the size of the body length, such as the height, the comfort demand was low in the two clusters of the slim 

figures and was higher or slightly high in the two clusters of the stout figures. The cluster containing the average figures, a few 

participants, demonstrated low comfort demand values. However, high comfort demand values for the whole-body movements 

were displayed in the evaluations by almost all clusters, regardless of the body figure style. 

Keywords: comfort evaluations of garments, easy to move around in, body measurement, adult females, principal component 

and cluster analysis 

 
 

１．緒 言 

衣服の着心地について、一般的には「肌触りや動き

やすさ」などが評価される。生活者が衣服の「着心地の

良しあし」を感じるのはどのようなときだろうか。小

池氏 1) によると、着心地は衣服を着ている時に衣服に

よって作られる心の状態であり、「着心地の良しあし」

を決めるのは衣服なのかそれとも着る人間なのか、と

問われている。着心地を探るためには、衣服と人間の

両視点から検討する必要があり、衣服の素材やデザイ
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ンなどと着る人の環境などのビックデータを用いた関

係を究明して、はじめて個別対応の「着心地のよい衣

服」が提供できるのではないかと想定される。また、着

心地は英語で“Comfortable，Easy to move around in”と

表現されている。着心地に衣服の動きやすさが求めら

れていることが確認できる。 
本研究では「動きやすい衣服の着心地情報」を求め

るため、人の日常動作時の衣服の服種による動作要求

評価の特徴と、人の身体寸法による日常動作時の動作

要求評価との関係を検討した。すでに着心地を求める

ための動作による人体の体表面変化量については著者

も研究を行い 2)～4)、その変化量や石膏を用いた胴部体

表面形状の変化についてを究明して、動作による人体

変化に伴う衣服のゆとり量の抽出について情報を得て

いる。 
ここでは 4 服種の揃ったスーツ一式（ジャケット・ブ

ラウス・スカート・パンツ）について、成人女子 373 名

を対象に 10 種類の日常動作における感性的な動作要求

評価を行い、「動作のしにくさ」と「動作のしやすさ」の

着心地を求める指標を探った。また、同事に動作要求評

価を行った個人の身体寸法、すなわち体型の差による動

作の要求評価と要求度の違いについて分析した。 
人が服種に対応した着心地を要求する日常動作、要

求度、要求部位の特徴と、人の体型による動作要求の

違いの特徴による着心地要求の違いをクラスタ分類を

用いてその傾向を捉えたので報告する。 
 

２．研究方法 

2.1 調査および人体計測方法 

アンケート調査と人体直接計測は 2011 年～2015 年

で、同事に実施した。アンケート形式は、留め置き調査

法を用いた。調査対象者は成人女子 373 名で、平均年

齢は 47.34 歳（SD = 20.53 歳）であった。年齢層の構成

は、18 歳～34 歳が 131 名、35 歳～64 歳が 136 名、65
歳～84 歳が 106 名である。 

日常動作時における衣服の着心地は、Fig. 1 に示す

スーツ一式 4 服種（上衣：ジャケット・ブラウス 下

衣：スカート・パンツ）を対象に、10 種類の日常動作

時（Table 1）に関する着心地について評価調査を行っ

た。10 種類の日常動作については上半身、下半身、全

身領域で関係する動作について、事前に予備調査を行

い選定したものである。評価は「きつくても良い（非常

に動き難くても良い）・ややきつくても良い（やや動き

難くても良い）・どちらでも良い・ややゆるい方が良い

（やや動きやすい方が良い）・非常にゆるい方が良い

（非常に動きやすい方が良い）」の 5 段階評価である

（Fig. 1）。 

同時に、評価者自身が 4 服種に対して普段感じてい

る着心地が悪い部位について、上衣 20 部位、下衣 9 部

位を対象に選択する評価方法で実施した（Fig. 2）。評価

方法は、着心地が悪い部位に印付けを依頼し、「着心地

が悪い」部位を 1 点、「とくに着心地が悪い」部位を 2
点として集計を行った。 

評価者自身の身体寸法は、マルチン式直接計測方法

に従って、従来衣服設計で用いる約 100 項目を計測し

たが、本研究では Table 2 に示す長径 17 項目、幅・厚

径 9 項目、周径 15 項目、体重 1 項目の基本的身体寸法

合計 42 項目を用いた。また、BMI（体重(kg) ÷（身長

(m)×身長(m)）と肩傾斜/肩の高さ（前後の肩傾斜の和 
／前後の肩の高さの和(cm)）の計算した 2 項目を使用

Fig.２ 着心地が悪い部位の選択と評価方法 

Fig.１ スーツ一式と着心地５段階評価項目 

三こここ
1. きつくても良い（非常に動き難くても良い）

2. ややきつくても良い（やや動き難くても良い）

3. どちらでも良い

4. ややゆるい方が良い（やや動きやすい方が良い）

5. 非常にゆるい方が良い（非常に動きやすい方が良い）

上衣評値i20項目

1. えり

2. 首回り

3. 肩

4. 麟上羞（胸輻）

5. 麟鬱111!1
6 背中上羞

7. 背中中央（育幅）

8. 後鬱111!1
9麟11111!1/麟腰1!!1付近
10. 後腰l!!I/お尻付近
11. 麟大腿付近

12. 後大腿付近

13. 麟下腿付近

14. 後下腿付近

15. 朦回り

16. 上腕雌

17. 討箇雌

18. 麟腕匿I付近

19. 手首回り雌

評価方法

•若心地が乏い馨位の詣鱗

評価1点
・怜に蒼心地が乏い麓位の詣鰤

評編2点

下衣評甑9項目

5. 麟嗣1!!1
8. 後嗣1!!l
9. 麟11111!1/麟腰1!!1付近
10. 後腰l!!I/お尻付近
11. 麟大腿付近

12. 後大腿付近

13. 麟下腿付近

14. 後下腿付近

15. 朦回り
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した。ただし、本文では評価および単相関の高い項目

のみを掲載している。 

 

2.2 分析方法 

成人女性 373 名の 4 服種の着心地要求評価の平均値

（mean）、標準偏差（SD）の基本統計結果および 4 服

種の着心地要求評価と日常動作との関係性を求めるた

め、主成分分析（PCA）による主成分の抽出を行い、主

成分得点（PCS）を用いてクラスタ分析（Ward 法）を

行った。多変量解析には主に SPSS を用いた。 
 

３．結果および考察 

3.1 スーツ一式 4服種の着心地要求評価 

1）4 服種別着心地要求評価の平均値と標準偏差 
評価者全員（N = 373）の着心地要求に対する平均的

傾向をみるため、服種別における日常動作時の着心地

要求評価の平均値（mean）および標準偏差（SD）を算

出した。上衣（ジャケット・ブラウス）と下衣（スカー

ト・パンツ）を Table 3 に示す。 
ジャケット・ブラウスの上衣では、○上半身動作時

と◎全身複雑動作時に平均 3.69～4.00 の着心地要求評

価が高い。上半身を覆っている上衣では確かに動きに

くさを痛感していることが確認できる。とくに、上肢

を 90 度以上高く上挙する動作と考えられる③、⑥、⑨

の動作の平均評価の平均値が高い傾向を示す。 
スカート・パンツの下衣では、主に●下半身動作と

◎全身複雑動作時に平均 3.51～4.02 の着心地要求評価

が高い。なお、①のデスクワーク時や⑩の座位におい

ても、座位動作に伴う胴囲、腹囲、腰囲、大腿囲などが

立位時より大きくなるため、全国計測においても座位

での計測が計測項目に差はあるが実施 5)されているこ

とから、スカート・パンツの下衣においても着心地要

求評価がほぼ 3.5 以上を示すことは納得できる結果で

あった。 
  

Table １ 着心地評価用の日常動作 10 項目 

Table ２ 人体直接計測項目と計算項目 

Table ３ 日常動作時の着心地要求評価の平均値および標準偏差 

○：上半身動作 ●：下半身動作 ◎：全身複雑動作  N = 373 

mean SD mean SD mean SD mean SD

① ○デスクワークのとき  (椅子にすわって事務処理の姿勢 ) 3.69 0.71 3.46 0.76 3.59 0.77 3.61 0.72

③ ○電車・バスなどのつり革などに片腕をつりさげているとき 3.82 0.68 3.60 0.84 3.07 0.83 3.13 0.75

⑥ ○手を頭の後ろで組んでいるとき 3.96 0.68 3.80 0.81 3.11 0.79 3.11 0.73

⑨ ○身長より高い棚に物をのせるとき 4.00 0.64 3.86 0.83 3.31 0.81 3.35 0.63

⑩ ○椅子に座って本、雑誌、新聞を読む 3.45 0.77 3.36 0.78 3.44 0.78 3.51 0.71

⑦ ○お辞儀／お礼をするとき 3.35 0.82 3.30 0.79 3.21 0.79 3.21 0.78

④ ●階段を上り下りするとき 3.18 0.81 3.11 0.73 3.68 0.75 3.73 0.77

⑤ ●歩行するとき 3.22 0.84 3.12 0.77 3.51 0.83 3.51 0.78

② ◎車の運転をしているとき 3.86 0.61 3.60 0.70 3.69 0.68 3.71 0.67

⑧ ◎自転車を運転するとき 3.70 0.71 3.55 0.66 4.02 0.70 3.97 0.71

着心地要求動作

〇上半身
動作

●下半身
動作

◎全身複
雑動作

スカート パンツ

上　衣 下　衣

ジャケット ブラウス

① ○デスクワークのとき  (椅子にすわって事務処理の姿勢 )

③ ○電車・バスなどのつり革などに片腕をつりさげているとき

⑥ ○手を頭の後ろで組んでいるとき

⑨ ○身長より高い棚に物をのせるとき

⑩ ○椅子に座って本、雑誌、新聞を読む

⑦ ○お辞儀／お礼をするとき

④ ●階段を上り下りするとき

⑤ ●歩行するとき

② ◎車の運転をしているとき

⑧ ◎自転車を運転するとき

〇上半身
動作

●下半身
動作

◎全身複
雑動作

長　径 身長 周　径 頸囲

高さと丈 全頭高 乳頭位胸囲(ﾊﾞｽﾄ)

右外果高 下部胸囲(ｱﾝﾀﾞ-ﾊﾞｽﾄ)

乳房の深さ 胴囲　(最小ｳｴｽﾄ)

右肩幅 腹囲　(最大腹囲)

背肩幅 腰囲

後幅 右腕付根囲

前幅 右上腕最大囲

背丈 右肘囲

前中央丈 右前腕最大囲

右前肩傾斜 右手首囲

右後肩傾斜 右大腿最大囲

右前肩の高さ 右膝囲

右後肩の高さ 右下肢最大囲

右袖山 右足首囲

右肘丈 重さ 体重(Kg)

右袖丈

幅・厚径 胸部横径 BMI

胴部横径 計算項目 （体重(kg) ÷ （身長(m) ✕ 身長(m)）

腰部横径 前後の肩傾斜/前後の肩の高さ

大腿最大幅

膝蓋幅

下腿最大幅

外果幅

腰部厚径

右足長

① 0デスクワークのとき椅子にすわって事務処理の姿勢

③ 0電車。バスなどのつり革などに片腕をつりさげているとき
0上半身 ⑥ 0手を頭の後ろで組んでいるとき
勤作

⑨ 0身長より高い棚に物をのせるとき

⑩ 0椅子に座って本、雑誌、新聞を読む

⑦ 0お辞儀／お礼をするとき

0下半身④ 0階段を上り下りするとき

◎ ~~ 已豆：しる、：：き
長径 周径

高さと丈

幅。厚径

計算項目

着心地要求動作

① 0デスクワークのとき椅子にすわって事務処理の姿勢

③ 0電車。バスなどのつり革などに片腕をつりさげているとき

0上半身⑥ 0手を頭の後ろで組んでいるとき
動作
⑨ 0身長より高い棚に物をのせるとき

⑩ 0椅子に座って本、雑誌、新聞を読む

⑦ 0お辞儀／お礼をするとき

0下半身④ 0階段を上 り下りするとき
動作 ⑤ 0歩行するとき

◎全身複② ◎車の運転をしているとき

雑動作 ⑧ ◎自転車を運転するとき

上衣 下 衣

ジャケット ブラウス スカート パンツ
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動作に伴い上衣と下衣の着心地の要求はやや異なる

傾向も認められ、また②と⑧の◎全身複雑動作では上

衣と下衣に関係なく着心地が要求されていることが把

握できた。とくに②と⑧の車や自転車運転での着心地

の悪さを動作し難い衣服と考えられており、運転の安

全さにもつながり、衣服選択における重要な情報とも

捉えられた。 
 

2）4 服種の着心地要求評価の主成分分析による特徴抽

出 
1）では、動作に対応した着用部分における着心地の

悪さを感じていることが明らかになった。服種別の着

心地評価についての主成分分析結果を Table 4 に示す。 

また、第 1主成分PC1の主成分得点PCS1をTable 5に、

第 2 主成分 PC2 の主成分得点 PCS2 を Table 6 にまとめ

た。 
固有値 1 以上の累積寄与率はほぼ 100%に近い

99.86％で、PC1～PC2 が抽出された。PC1 の寄与率は

63.36％で高く、「ジャケット・ブラウス」の上衣は 0.771
～0.810 の正の負荷量を示し、一方、「スカート・パン

ツ」の下衣は反対の-0.793～-0.809 負の負荷量を示した。

PC1 は「上衣（ジャケット・ブラウス）と下衣（スカー

ト・パンツ）の着心地要求評価の関係」が見出される。 
主成分得点 PCS1 では、「スカート・パンツ」の下衣

で着心地要求の高かった「④階段を上り下りするとき」

「⑧自転車を運転するとき」「⑤歩行するとき」が高い

負の値を示し、「ジャケット・ブラウス」の上衣で着心

地要求の高かった「⑥手を頭の後で組んでいるとき」

「⑨身長より高い棚に物をのせるとき」「③電車・バス

などのつり革などに片腕をつりさげているとき」で高

い正の値を示した。服種に対応した着心地要求の高い

動作が評価されており、PC1 は「服種と着心地要求動

作の成分」と判断された。 
  

Table ４ 着心地要求評価の主成分負荷量 

服　種 PC1 PC2

ジャケット 0.771 0.630

ブラウス 0.810 0.579

スカート -0.793 0.601

パンツ -0.809 0.585

固有値 2.535 1.441

寄与率（％） 63.36 36.03

累積寄与率（％） 63.36 99.86

Table ５ PC1 の主成分得点(PCS1)  

  

Table ６ PC2 の主成分得点(PCS2) 

着心地要求動作 PCS2

⑦ ○お辞儀／お礼をするとき -1.705

⑤ ●歩行するとき -1.245

③ ○電車・バスなどのつり革などに片腕をつりさげているとき -0.725

④ ●階段を上り下りするとき -0.658

⑩ ○椅子に座って本、雑誌、新聞を読む -0.503

⑥ ○手を頭の後ろで組んでいるとき -0.055

① ○デスクワークのとき  (椅子にすわって事務処理の姿勢 ) 0.531

⑨ ○身長より高い棚に物をのせるとき 0.886

② ◎車の運転をしているとき 1.422

⑧ ◎自転車を運転するとき 2.052

着心地要求動作 PCS1

④ ●階段を上り下りするとき -2.226

⑧ ◎自転車を運転するとき -1.541

⑤ ●歩行するとき -1.476

⑩ ○椅子に座って本、雑誌、新聞を読む -0.524

① ○デスクワークのとき  (椅子にすわって事務処理の姿勢 ) -0.350

② ◎車の運転をしているとき -0.150

⑦ ○お辞儀／お礼をするとき 0.107

③ ○電車・バスなどのつり革などに片腕をつりさげているとき 1.855

⑨ ○身長より高い棚に物をのせるとき 1.870

⑥ ○手を頭の後ろで組んでいるとき 2.436

服種

ジャケッ ト

ブラウス

スカー ト

パンツ

④

⑧

⑤

⑩

①

②

⑦

③

⑨

⑥

 

着心地要求動作

0階段を上 り下 りする とき

◎自転車を運転するとき

0歩行するとき

0椅子に座って本、雑誌、新聞を読む

0デスクワークのとき椅子にすわって事務処理の姿勢

◎車の運転をしているとき

0お辞儀／お礼をするとき

0電車。バスなどのつ り革などに片腕をつりさげているとき

0身長よ り高い棚に物をのせるとき

0手を頭の後ろで組んでいるとき

⑦

⑤

③

④

⑩

⑥

①

⑨

②

⑧

 

着心地要求動作

0お辞儀／お礼をするとき

0歩行するとき

0電車。バスなどのつり革などに片腕をつりさげているとき

0階段を上り 下 りするとき

0椅子に座っ て本、雑誌、 新聞を読む

0手を頭の後ろで組んでいるとき

0デスクワークのとき椅子にすわって事務処理の姿勢

0身長より高い棚に物をのせるとき

◎車の運転を しているとき

◎ 自転車を運転するとき
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次に PC2 も低くはない寄与率 36.03％を示した。た

だし、上衣と下衣の服種に関係なく全ての服で 0.579～
0.630 の正の負荷量あった。主成分得点 PCS2 を検討す

ると、「⑦お辞儀／お礼をするとき」「⑤歩行するとき」

が高い負の値で、「⑧自転車を運転するとき」「②車の

運転をしているとき」が反対に高い正の値であった。

全服種に対応した着心地要求評価として、前述の Table 
3 での着心地要求評価の平均的評価も含めて判断する

と、PCS2 の負の値が高い⑦と⑤の動作は着心地要求評

価がここでは高くはなく、PCS2 の正の値が高い◎全身

複雑動作の⑧と②の動作が着心地要求評価が全服種で

強いことが確認できた。第 2 主成分は、「着心地要求動

作の成分」と判断した。 
 

3.2 4 服種における着心地の悪い部分の特徴 

Fig.3 に Fig.2 のアンケートで指摘された 4 服種の着

心地の悪い部分の得点結果を、棒グラフで示した。 
「ジャケット・ブラウス」の上衣では、「3.肩」「4.前

上部」「6.背上部」「7. 背中央」「16.上腕付近」「17.肘囲

付近」「19.手首回り付近」「20.腕付け根回り付近」の肩

～胴部上部と上肢での着心地の悪さが指摘されていた。

1．2）での主成分得点 PCS1 の上衣の着心地要求結果で

ある Table 5 での「③電車・バスのつり革などに片腕を

つりさげているとき」「⑨身長より高い棚に物をのせる

とき」「⑥手を頭の後で組んでいるとき」から検討する

と、人体の上肢上挙に伴う肩～胴部上部と上肢の変化

に上衣が対応し難い結果と考えられた。 
また、上衣の中でもブラウスでは、「2.首回り」「4.前

上部（胸幅）」にジャケットに比べて着心地の悪さを感

じていた。ブラウスはテーラーカラーのジャケットよ

り「首回り・前上部（胸幅）」部分が身体にフットして

首を覆うなどのデザインのためと考えられる。前衿付

近のジャケットとブラウスのデザインの差が影響して

いることが予測された。 
下衣では、「5.前胴囲」「9.前腹囲」「10.後腰囲」「11.前

大腿付近」「12.後大腿付近」「15.膝回り」の胴部から腰

部、さらに下肢に着心地の悪さが指摘されていた。主

成分得点 PCS1 の下衣の着心地要求結果である Table 5
と 1．1）の Table 3 の下衣の着心地要求結果とあわせて

考えると、胴部～腰部～下肢にかけての下半身動作で

ある「⑧自転車を運転するとき」「②車の運転をしてい

るとき」「④階段を上り下りするとき」「⑤歩行すると

き」などに対応する納得できる結果であった。 
上衣と下衣の着心地の悪い部分の特徴より、上衣の

着心地の悪さは肩付近に、下衣の着心地の悪さは胴部

～腰部～下肢に関係していることが確認できた。また、

服種によって身体を覆う部分が変化するため、着心地

が悪いと感じる部分も変化することがわかった。 
 

3.3 基本的身体寸法と着心地動作の着心地要求評価

平均値との単相関 

Table1 7 に基本的身体寸法と着心地要求評価平均値

との間で、比較的高い相関結果のみを示す。有意な単

相関係数のうち、危険率 1％は**印、危険率 5％は*印
を記した。②を除く①～⑩までの動作時の着心地要求

評価と身体寸法の「BMI、頸囲、乳頭位胸囲、下部胸囲、

胴囲、腹囲、腰囲」の体型指数、周径、長径などとの間

に、単相関係数の値は高くはないが危険率 1％もしくは

5％で有意な正の関係が認められた。体格を示す指数、

周径、長径が大きいほど、着心地要求評価が高い傾向

が示唆された。 
また、③～⑦と⑨の動作の着心地要求評価と身体寸

法の「身長」との間には、低いが有意な負の単相関関係

が認められた。「身長」が低いほど前述の動作の着心地

要求評価が高い傾向があった。 
身体のサイズによる動作に対応した着心地要求評価

 Fig. ３ ４服種の着心地の悪い部分 
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が低いが関係があることが推測できる。 
 

3.4 身体寸法と着心地要求評価の主成分分析と主成

分得点を用いたクラスタ分析（ward 法） 

1）身体寸法と着心地動作の主成分分析 
身体寸法と①～⑩の日常動作時における 4 服種の着

心地要求評価の合計平均値を用いて、主成分分析を

行った。結果を Table 8 に示す。 
固有値 1 以上の累積寄与率 67.492％で、第 1 主成分

PC1～第 5 主成分 PC5 が抽出された。 
PC1（寄与率 23.380％）では、「[4]乳頭位胸囲（バス

ト）」「[5]胴囲（最小ウエスト）」「[6]腹囲（最大腹囲）」

「[7]腰囲」「[8]右腕付根囲」「[9]右上腕最大囲」「[10]右
大腿」が正の負荷量 0.525～0.865 の高い値を示す。し

たがって、主成分得点 PCS1 が高いと[4]～[10]の周径と

[13][14]の幅径が大きく、PCS1 が低いと前述の周径や

幅径は小さい傾向を示した。PC1 は「身体の周径・幅径

などの大きさ」に関する成分と考えられた。 
PC2（寄与率 21.043％）では、①～⑨の着心地要求動

作において 0.553～0.707 のやや高い正の負荷量を示す。

身体寸法では「[3]背肩幅」が-0.409 の負の負荷量にと

どまる。主成分得点 PCS2 が高いと①～⑨の着心地要

求は高く、逆に PCS2 が低いと①～⑨の着心地要求も

低い傾向であった。「着心地要求動作」に関する成分と

判断した。 
次に PC3（寄与率 8.837％）では、身体寸法の「[1]身

長」「[2]背丈」「[11]右袖丈」が 0.489～0.836、また「[12]
前中央丈」が 0.417 の長径に正の負荷量が認められた。

主成分得点 PCS3 が高いと[1] [2] [11] [12]の長径は長く

大きく、PCS3 が低いと逆に長径は小さく短い傾向で

あった。PC3 は「身体の長径の大きさ」を示す成分で

あった。 
PC4（寄与率 4.894％）では「[10]右大腿最大囲」の周

径に、PC5（寄与率 4.338％）では「[12]前中央丈」の長

径に-0.513～-0.570 の負の負荷量が認められるだけで

あった。 
以上、主に主成分として特徴の認められる PCS1～

PCS3 をクラスタ分析の対象とした。 
  

Table ７ 基本的身体寸法と着心地要求評価の平均値との単相関          N = 373 

着心地要求動作 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

身体寸法

-0.083 -0.099 -0.215 -0.153 -0.172 -0.133 -0.128 -0.095 -0.187 -0.096

** ** ** * * **

0.102 0.133 0.180 0.136 0.182 0.181 0.203 0.041 0.164 0.180

* * ** ** ** ** ** ** **

0.114 0.138 0.142 0.136 0.164 0.217 0.171 0.063 0.182 0.151

* ** ** ** ** ** ** ** **

0.113 0.126 0.146 0.114 0.172 0.187 0.159 0.027 0.156 0.178

* * ** * ** ** ** ** **

0.107 0.112 0.146 0.106 0.155 0.192 0.171 0.028 0.177 0.194

* * ** * ** ** ** ** **

0.113 0.123 0.161 0.112 0.160 0.211 0.198 0.027 0.191 0.184

* * ** * ** ** ** ** **

0.113 0.119 0.153 0.118 0.176 0.237 0.206 0.013 0.184 0.186

* * ** * ** ** ** ** **

0.069 0.093 0.076 0.083 0.109 0.112 0.158 -0.012 0.069 0.102

* * ** *

0.110 0.096 0.116 0.083 0.121 0.155 0.176 0.017 0.132 0.126

* * * ** ** * *

0.109 0.145 0.153 0.066 0.133 0.143 0.161 0.024 0.126 0.133

* ** ** * ** ** * **

0.045 0.082 0.102 0.049 0.105 0.145 0.119 0.008 0.101 0.141

* * ** * **

0.053 0.106 0.138 0.101 0.152 0.157 0.155 0.071 0.108 0.171

* ** ** ** ** * **

0.094 0.074 0.125 0.089 0.115 0.208 0.138 0.038 0.149 0.160

* * ** ** ** **

○手を頭の後

ろで組んでい
るとき

○お辞儀／お
礼をするとき

◎自転車を運
転するとき

○身長より高

い棚に物をの
せるとき

○椅子に座っ

て本、雑誌、
新聞を読む

右手首囲

◎車の運転を
しているとき

○電車・バス

などのつり革

などに片腕を

つりさげてい

るとき

●階段を上り
下りするとき

●歩行すると
き

腰囲

右腕付根囲

右上腕最大囲

右肘囲

右前腕最大囲

  乳頭位胸囲　　
(ﾊﾞｽﾄ)

○デスクワー

クのとき (椅子

にすわって事

務処理の姿勢)

   下部胸囲   　
　(ｱﾝﾀﾞ-ﾊﾞｽﾄ)

      胴囲　　　
　(最小ｳｴｽﾄ)

      腹囲　　　
 (最大腹囲)

身長

BMI

頸囲

身~体寸法
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

身長

BMI 

頸囲

乳頭位胸囲

（バスト）

下部胸囲

（アンがーバスト）

胴囲

（最小ウエスト）

腹囲

（最大腹囲）

腰囲

右腕付根囲

右上腕最大囲

右肘囲

右前腕最大囲

右手首囲
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3.5 クラスタ分析を用いた成人女性の身体寸法に対

応した着心地要求動作および要求度による特徴分類 

PCS1～PCS3 を用いて、クラスタ分析（Ward 法）を

行った。Fig. 4 に示すデンドログラムで分類された、6
つのクラスタについて検討する。また、各クラスタの

PCS1～PCS3 を Table 9 と Fig. 5 に、Table 10 にクラス

タごとの身体寸法と着心地要求動作の平均値（mean）
および標準偏差（SD）を示す。 
クラスタ 1（N = 66）は、PCS1 の平均値が 0.95 と周

径・幅径に関する項目が高く、PCS2 の平均値は-0.59 で

着心地動作に関する項目の要求が低い傾向を示す。

Table 10 での実際の身体寸法の平均値において、確かに

周径・幅径は他のクラスタより大きいグループであっ

た。また着心地要求動作について、〇上半身動作①⑥

⑨と◎全身複雑動作時②⑧の要求がやや認められた。

体型の特徴からは横方向に体型が充実して、全身複雑

動作時の着心地動作要求がやや高いグループであった。 
クラスタ 6（N = 32）は、PCS1～PCS3 の平均値が 1.09、

0.86、1.33 と高い。身長や丈、また周径・幅径に関する

項目の平均値がほぼ最も大きい体型グループで、着心

地要求も全動作項目で 4 前後のやや高い要求を示す。 

 

全体的に体型が充実した、着心地要求が最も高いグ

ループであった。着心地動作の中でも、◎全身複雑動

作時の着心地要求が高い。 
クラスタ 2（N = 19）は、PCS1 と PCS2 の平均値が

-0.53、-2.27 と負の値が高い。非常に人数が少ないが、

デンドログラムの分類からは、他のクラスタと同じ位

置で独立してグループを形成している。Table 10 では腰 

PC1 PC2 PC3 PC4 PC5

[1] 身長 0.023 -0.377 0.836 -0.166 0.159
[2] 背丈 0.269 -0.235 0.489 0.412 -0.358
[3] 背肩幅 0.290 -0.409 0.347 0.389 0.316
[4] 乳頭位胸囲 (ﾊﾞｽﾄ ) 0.865 -0.271 -0.232 0.047 -0.086
[5] 胴囲　 (最小ｳｴｽﾄ ) 0.844 -0.234 -0.327 0.130 -0.061
[6] 腹囲　 (最大腹囲 ) 0.844 -0.234 -0.247 0.101 -0.107
[7] 腰囲 0.805 -0.358 -0.037 -0.206 0.176
[8] 右腕付根囲 0.793 -0.283 -0.139 -0.025 -0.059
[9] 右上腕最大囲 0.800 -0.281 -0.206 -0.102 0.060

[10] 右大腿最大囲 0.558 -0.339 0.041 -0.513 0.287
[11] 右袖丈 0.215 -0.416 0.668 -0.100 0.182
[12] 前中央丈 0.378 -0.267 0.417 -0.080 -0.570
[13] 後幅 0.525 -0.358 -0.072 0.508 0.277
[14] 前幅 0.586 -0.241 0.079 -0.306 -0.265

① デスクワーク 0.323 0.558 0.168 0.158 0.150

② 車の運転 0.354 0.553 0.132 0.018 0.050

③ つり革に腕をつりさげる 0.386 0.651 0.016 -0.057 0.054

④ 階段の上り下り 0.370 0.707 0.108 -0.084 0.142

⑤ 歩行する 0.408 0.645 0.072 -0.071 0.151

⑥ 手を頭の後で組む 0.451 0.621 0.133 0.049 -0.135

⑦ お辞儀やお礼 0.423 0.592 0.095 -0.026 0.077

⑧ 自転車の運転 0.254 0.633 0.180 -0.089 -0.087

⑨ 身長より高い棚にものをのせる 0.425 0.645 0.099 0.015 -0.182

⑩ 椅子で本や雑誌を読む 0.370 0.399 0.112 0.245 0.072
6.811 5.050 2.121 1.174 1.041

28.380 21.043 8.837 4.894 4.338
28.380 49.423 58.260 63.154 67.492

身体寸法と着心地要求動作

固有値

寄与率（％）

累積寄与率（％）

Table ８ 身体寸法と着心地要求動作の主成分負荷量 

Table ９ クラスタ別主成分得点 PCS1～PCS3 と人数 

PCS1 PCS2 PCS3

Cluster 1 mean 0.95 -0.59 0.01

 (N = 66) SD 0.92 0.53 0.61
Cluster 2 mean -0.53 -2.27 -0.25

(N = 19) SD 0.69 0.66 0.83
Cluster 3 mean -0.82 -0.08 -0.69
(N = 83) SD 0.57 0.58 0.58

Cluster 4 mean 0.40 0.73 -0.75
 (N = 84) SD 0.65 0.69 0.72
Cluster 5 mean -0.60 -0.004 0.93
 (N = 89) SD 0.56 0.84 0.58
Cluster 6 mean 1.09 0.86 1.33
 (N = 32) SD 0.71 0.94 0.67

Clusters

身体寸法と着心地要求動作

身長

背丈

背肩幅

乳頭位胸囲バスト

胴囲 最小ウエスト

腹囲 最大腹囲

腰囲

右腕付根囲

右上腕最大囲

右大腿最大囲

右袖丈

前中央丈

後幅

前幅

① デスクワーク

② 車の運転

③ つり革に腕をつりさげる

④ 階段の上 り下 り

⑤ 歩行する

⑥ 手を頭の後で組む

⑦ お辞儀やお礼

⑧ 自転車の運転

⑨ 身長より向い棚にものをのせる

⑩ 椅子で本や雑誌を読む
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Fig.４ 身体寸法と着心地動作のクラスタ分析によるデンドロイム 

 

Fig.５ 各クラスタの PCS1～PCS3 の主成分得点平均値 

Table 10 クラスタ別の身体寸法と着心地動作の平均値と標準偏差 

Clusters
Items mean SD mean SD mean SD mean SD mean SD mean SD
［1］ 身長 157.23 4.24 158.92 3.76 152.25 4.41 150.51 4.21 160.13 4.96 160.27 3.86
［2］ 背丈 38.88 2.00 38.52 2.09 36.94 1.80 36.93 1.80 38.77 1.62 39.67 2.65
［3］ 背肩幅 39.43 2.20 39.28 1.93 37.42 1.87 37.20 1.95 38.55 2.34 39.14 2.07
［4］ 乳頭位胸囲(ﾊﾞｽﾄ) 92.53 7.22 87.40 5.47 81.15 4.00 88.36 6.56 80.24 4.06 88.82 6.66
［5］ 胴囲　(最小ｳｴｽﾄ) 77.20 9.35 69.51 6.14 65.83 4.73 72.93 7.50 62.82 4.01 71.24 7.41
［6］ 腹囲　(最大腹囲) 91.73 7.59 84.08 6.16 80.46 5.09 86.98 7.35 77.89 5.00 86.84 8.09
［7］ 腰囲 97.89 5.76 94.77 4.68 88.92 3.62 92.81 5.01 89.60 4.53 94.49 5.09
［8］ 右腕付根囲 39.93 3.29 37.66 1.38 35.39 2.20 37.48 2.31 34.94 2.02 38.47 3.35
［9］ 右上腕最大囲 29.46 2.69 27.97 2.89 25.39 1.63 27.49 2.01 24.67 1.99 28.03 3.46
［10］ 右大腿最大囲 53.84 4.69 52.81 4.11 48.63 3.40 50.58 3.94 49.78 4.07 52.03 3.60
［11］ 右袖丈 52.95 1.93 53.62 1.50 50.33 1.93 50.13 2.04 53.07 2.21 53.86 2.17
［12］ 前中央丈 34.66 2.52 34.38 2.41 31.80 1.99 32.42 2.14 33.77 2.26 35.44 2.69
［13］ 後幅 33.75 2.07 33.00 1.48 31.69 1.66 32.18 2.18 31.68 1.86 32.68 1.90
［14］ 前幅 33.99 2.13 33.86 2.36 30.93 1.77 32.50 1.92 31.68 1.98 33.89 2.55

① デスクワーク 3.57 0.33 2.91 0.70 3.33 0.56 3.87 0.30 3.53 0.53 4.11 0.47
③ つり革に腕をつりさげる 3.37 0.43 2.48 0.63 3.13 0.52 3.76 0.31 3.31 0.50 4.06 0.41
⑥ 手を頭の後で組む 3.56 0.36 2.43 0.73 3.19 0.40 3.78 0.46 3.39 0.43 4.23 0.38
⑨ 身長より高い棚にものをのせる 3.61 0.41 2.66 0.71 3.41 0.48 3.93 0.34 3.53 0.41 4.31 0.44
⑩ 椅子で本や雑誌を読む 3.51 0.44 2.83 0.80 3.16 0.65 3.69 0.59 3.34 0.64 4.05 0.57
⑦ お辞儀やお礼 3.31 0.51 2.08 0.42 2.92 0.64 3.61 0.44 3.25 0.60 3.93 0.69
④ 階段の上り下り 3.37 0.37 2.24 0.50 3.17 0.47 3.75 0.39 3.41 0.46 4.10 0.45
⑤ 歩行する 3.36 0.44 2.17 0.51 3.07 0.54 3.73 0.45 3.19 0.61 4.07 0.55
② 車の運転 3.71 0.38 3.01 0.64 3.56 0.44 3.96 0.40 3.60 0.46 4.22 0.42
⑧ 自転車の運転 3.78 0.38 2.93 0.81 3.61 0.46 4.01 0.39 3.82 0.47 4.33 0.43

Cluster 2 (N = 19)Cluster 1 (N = 66) Cluster 3 (N = 83) Cluster 4 (N = 84) Cluster 5 (N = 89) Cluster 6 (N = 32)

〇上半身
動作

●下半身
動作

◎全身複
雑動作
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囲や右大腿最大囲の周径と袖丈などの丈がやや大きい

傾向を示すが、身長はじめ他の身体寸法は平均的な体

型グループである。とくに着心地動作時の要求は、全

動作で低く平均値は 2.08～3.01 にとどまる。平均的体

型で、着心地要求の低いグループであった。   
クラスタ 3（N = 83）は、PCS1 と PCS3 の平均値が-0.82

と-0.69 で負の値が高い。Table 10 での長径・周径・幅

径に関する項目の平均値は他のクラスタより低く、着

心地要求が認められるのは◎全身複雑動作時②⑧に低

いが認められるに止まる。体型の特徴からは長径・周

径・幅径が小さく痩身系で、着心地動作の要求は全身

複雑動作時のみのグループであった。 
クラスタ 4（N = 84）は、PCS2 の平均値が 0.73、PCS3

の平均値が-0.75 といずれも正負の値がやや高い。Table 
10 では身長や丈などの長径は小さく、周径はやや大き

い。身体の縦横のバランスからは、小柄ではあるが周

径の大きく、着心地動作の要求は全項目でやや高い傾

向を示す。縦方向に対して横方向が充実した小太り的

体型で、着心地要求の高いグループであった。ここで

も、◎全身複雑動作時は他動作時と比べると、要求の

やや高い 4.0 前後の平均値を示した。 
クラスタ 5（N = 89）は、PCS1 の平均値が-0.60、PCS3

の平均値が 0.93 といずれも正負の値がやや高いもしく

は高い。身長に対して周径など小さく、着心地動作の

要求はほぼ◎全身複雑動作時のみであった。身長の高

い痩身系体型で、着心地動作の要求は少ない◎全身複

雑動作時着心地要求タイプのグループであった。 
以上、体型の特徴と着心地動作および要求について

Table 11 のような傾向の関係があった。身体寸法による

着心地要求評価はやや異なり、人数は少ないが小柄で

痩身体型の着心地要求は低く、身長などの丈の大小よ

り周径などの充実した体型では着心地要求評価が高い

傾向が合計 121 名の約 32%で認められた。ただし、◎

全身複雑動作については 6 クラスタの内 5 クラスタの

計 354 名で 4 前後の要求がされており、身体寸法にほ

ぼ関係なく約 95%で着心地を要求される動作であるこ

とも明らかになった。 

4. 総 括 

成人女性 373 名を対象にスーツ一式 4 服種（上衣；

ジャケットとブラウス、下衣；スカートとパンツ）の日

常動作 10 種類（〇上半身動作 6 種類、●下半身動作 2
種類、◎全身複雑動作 2 種類）における着心地要求評

価の特徴を明らかにした。さらに、それらの着心地要

求評価に及ぼす身体寸法の影響について検討した。 
スーツ一式 4 服種における 5 段階評価の平均的結果

として、上半身動作時には上衣、下半身動作時には下

衣の着心地要求評価が高く、全身複雑動作時は服種に

関係なく着心地要求評価が高い傾向がみられた。服種

に対応して選定した着心地要求評価のための動作にも、

問題ないことが確認できた。 
着心地要求評価を服種別にとらえた主成分分析の結

果、固有値 1 以上の累積寄与率は 99.86％で、PC1（寄

与率 63.36％）の「服種と着心地要求動作の成分」と PC2
（寄与率 36.03％）の「着心地要求動作の成分」が抽出

された。 
とくに４服種の着心地の悪い部分として、上衣は「肩

付近」で、下衣は、「胴部～腰部～下肢」が指摘された。

とくに、上衣のブラウスは「首回り・前上部（胸幅）」

も着心地が悪い部分とされた。 
着心地要求評価に個人の身体寸法の影響も考え、両

項目の間の単相関を検討した。身長と間には負、BNI や
周径との間には正のそれぞれ有意な低いが相関が認め

られ、着心地要求評価に身体寸法も関係する傾向が示

唆された。 
着心地要求評価と身体寸法の関係を検討するため、

選定した身体寸法と 4 服種の総合着心地要求評価の平

均値を用いて主成分分析を試みた。固有値 1 以上の累

積寄与率 67.492％で、第 1 主成分 PC1～第 5 主成分 PC5
が抽出された。PC1（寄与率 28.380％）を「身体の周径・

幅径の大きさ」に関する成分、PC2（寄与率 21.043％）

を「着心地要求動作」に関する成分、PC3（寄与率 8.837％）

を「身体の長径の大きさ」に関する成分とした。 
3 つの主成分得点 PCS1～PCS3 を用いて、クラスタ

Clusters
要求度 要求動作 横方向（周径・幅径） 縦方向（長径） （人数）

周径大 小 4　（84）

大 大 6　（32）

やや高い
全身領域動作と
上半身動作一部

大 平均 1　（66）

小 小 3　（83）

小 大 5　（89）

非常に低い ほぼ全動作 一部大他は平均 一部大他は平均 2　（19）

全身領域動作

着心地要求 体　型

やや低い

非常に高い 全動作

Table 11 クラスタ別の身体寸法による着心地動作要求の特徴関係特徴 

羞心地憂拿 髯翌

憂拿度 憂求馳作 蹟方冑（扇径篇径） 籠方冑（長径） （人景）

葬常に富い 全勘作
周径大 小 幽 (SI翡）

大 大 R(:ll2) 

やや高い
全身鬱域動作と

大 平均 1 (H) 
上皐鳥鳳作一郭

やや低い 全身頓濾畠作
小 小 :JI (81:JI) 

小 大 i6i (H) 

葬常に偏い 摩麿全勘作 一部大饂は平均 一縛大他は平均 2'(1!ll) 
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分析（Ward 法）による「着心地要求評価と身体寸法の

関係」について分類を行い、6 つ特徴あるクラスタが抽

出された。   
クラスタ 1（N = 66）は、周径などの横方向に充実し

た体型で、着心地要求動作のやや高いグループであっ

た。 
クラスタ 2（N = 19）は、身長と横方向のバランスの

ほぼとれた体型で、着心地要求動作の非常に低いグ

ループであった。 
クラスタ 3（N = 83）は、小柄な痩身系体型で、着心

地要求動作は全体的にやや低いが、全身複雑動作に対

してはやや高いグループであった。 
クラスタ 4（N = 84）は、身長に対して横方向に体型

が充実した、全動作において着心地要求動作の非常に

高いグループであった。 
クラスタ 5（N = 89）は、身長の高い痩身系体型で、

着心地要求動作のやや低いグループであった。 
クラスタ 6（N = 32）は、全体的に体型が充実した、

全動作において着心地要求動作の最も高いグループで

あった。 
体型による着心地要求評価と要求はやや異なる傾向

が認められた。痩身体型では着心地要求は低く、充実

した体型では着心地要求傾向が高かった。ただし、◎

全身複雑動作については、体型に関係なく約 95%で着

心地を要求されることが明らかになった。 
 

謝 辞 

調査にご協力の皆様に深謝申し上げます。本研究の

まとめの一部には、2010 年度～2018 年度の JSPS 科学

研究費助成 基盤研究（A）No. 2224007、（B）No. 
25282013、No. 18H00964、挑戦的研究（萌芽）17K18626 
の助成をいただきました。ここに謝意を表す。 

 

引用および参考文献 

1）小池三枝；着心地とは何か，SEN-I GAKKAISHI（繊維と工

業），p.200（1987）． 
2） 一般社団法人 人間工学研究センター編；“ワークショッ

プ人間生活工学（第 2 巻）人間特性の理解と製品展開”，丸

善株式会社，東京，p.93-181，p.192- p.196（2005．） 
3）増田智恵，増田茅子，福山市立女子短大紀要，8, p.93-p.100 

（1981）． 
4）増田智恵，山本百合子，金田すみれ，福山市立女子短期大

学紀要，15，p.147-p.154（1989）． 
5) 人間工学センター，日本人の人体計測データベース 1992-

1994 の計測項目（https://www.hql.jp/database/wp-content/ 
uploads/size9294-178items.pdf），p.8（1994）． 
 

6）島崎恒蔵・佐々井啓（編）；衣服学，株式会社朝倉書店

（2000）． 
7）佐々井啓（編著）；衣生活学，株式会社朝倉書店（2000）． 
8）山口恵子・斉藤秀子・香山委佐子（編著）；衣生活 そのな

ぜに答える，プレーン出版株式会社（2005）． 
 


